




要約:出生体重 685～1895g の 6 例の早産児につき、未熟児貧血の治療としてエリスロポエ

チンの投与を行い、ヘモグロビン濃度、赤血球数、網状赤血球数、フェリチン、血清鉄の

変動につき検討した。 

ヘモグロビン濃度、赤血球数はエリスロポエチンの投与により増加し、貧血の治療として

の輸血の回数を減らせる効果が明らかになった。しかし造血の亢進にともない血清鉄やフ

ェリチン濃度の減少が認められ、現在の栄養方法では潜在的な鉄欠乏を生じている可能性

が強く、未熟児の生育過程において栄養的な鉄の摂取量に配慮することの重要性が明らか

になった。 


